
（単位：億円）

差引額

価額 伸率 全国比 価額 伸率 全国比 価額

20,751 15.9% 24.6% 30,148 3.7% 33.0% ▲9,397

東京港 5,931 6.2% 7.0% 13,373 3.5% 14.6% ▲7,442

成田空港 14,161 20.0% 16.8% 14,028 ▲3.9% 15.4% 133

羽田空港 486 33.5% 0.6% 1,701 156.8% 1.9% ▲1,215

全国 84,419 5.6% 100.0% 91,372 2.3% 100.0% ▲6,953

報道発表
令 和 6 年 9 月 18 日
東 京 税 関

東京税関管内貿易概況（令和６年８月分）速報

東京港

成田空港

前年同月：142.23円/米ドルと比べ6.1%の円安

　　輸出は、電気計測機器、自動車の部分品及び自動車等が増加

　　輸入は、電算機類、非鉄金属及び肉類・同調製品等が増加

　輸出は8月としては過去最大、輸入は6ヵ月ぶりに減少
　　輸出は、半導体等製造装置、科学光学機器及びＩＣ等が増加

　　輸入は、ＩＣ、航空機類及び白金族の金属等が減少

為替レート：税関長公示レートの平均値

令和6年8月分
米ドル換算 150.89円/米ドル

羽田空港
　輸出入ともに8月としては過去最大
　　輸出は、医薬品、再輸出品及び映像記録・再生機器等が増加

　　輸入は、航空機類、医薬品及び通信機等が増加

　輸出は8月としては過去最大、輸入は5ヵ月連続の増加

管内

輸出額 輸入額

１．本資料を他に転載するときは、東京税関の資料による旨を注記して下さい。

２．本資料の問い合わせは、東京税関調査部調査統計課まで。(TEL 050-5533-6995) 
３．東京税関ホームページ http://www.customs.go.jp/tokyo/

令和6年8月分の管内貿易概況（速報）について、輸出は、対前年同月比が

15.9％増となり、8月としては過去最大となった。輸入は、同3.7％増となり、7ヵ月

連続の増加となった。

その結果、差引額は、9,397億円の輸入超過となった（203ヵ月連続）。

注1．本発表における港別の貿易額は、東京税関管内の次の官署が管轄する区域に蔵置された貨物の通関額によるものである。
東京港（東京税関本関、東京外郵出張所、立川出張所、前橋出張所、大井出張所）、
成田空港（東京航空貨物出張所、成田航空貨物出張所）､
羽田空港（羽田税関支署）､
管内には、東京港、成田空港、羽田空港に加えて、新潟港（新潟税関支署、東港出張所）、直江津港（直江津出張所）､
柏崎港（柏崎出張所）､新潟空港（新潟空港出張所）、酒田港（酒田税関支署、山形出張所）を含む。

注2.「伸率」は対前年伸率を示す。
注3.「過去最大」は昭和54（1979）年1月以降による。



輸出額（億円） 対前年伸率（％） シェア（％） 輸入額（億円） 対前年伸率（％） シェア（％）

1,142 39.0 5.5 2,936 12.4 9.7
999 28.9 4.8 1,958 36.3 6.5
727 12.2 3.5 1,901 12.4 6.3

輸出額（億円） 対前年伸率（％） シェア（％） 主な増減国 輸入額（億円） 対前年伸率（％） シェア（％） 主な増減国

1,142 39.0 5.5 中国 1,958 36.3 6.5 中国

999 28.9 4.8 米国 807 90.4 2.7 フランス

577 18.1 2.8 中国 2,936 12.4 9.7 ドイツ

172 -23.6 0.8 中国 1,839 -21.4 6.1 台湾

対前年伸率（％） 増減品目 対前年伸率（％） 増減品目 輸出入差引額（億円）

3,738 12.9 科学光学機器 4,244 -4.3 航空機類 -506
1,800 -1.3 半導体等製造装置 5,607 14.6 航空機類 -3,807

13,052 16.2 16,018 0.1 -2,966
6,590 22.3 半導体等製造装置 8,340 6.6 電算機類 -1,749
2,929 1.3 電算機類の部分品 4,539 -2.5 鉱物性燃料 -1,610

輸出額（億円） 対前年伸率（％） シェア（％） 輸入額（億円） 対前年伸率（％） シェア（％）

322 19.4 5.4 1,199 -7.9 9.0
301 10.2 5.1 851 32.1 6.4
273 8.0 4.6 611 11.6 4.6

輸出額（億円） 対前年伸率（％） シェア（％） 主な増減国 輸入額（億円） 対前年伸率（％） シェア（％） 主な増減国

203 35.6 3.4 韓国 851 32.1 6.4 中国

322 19.4 5.4 米国 249 37.0 1.9 メキシコ

80 72.2 1.3 台湾 611 11.6 4.6 ブラジル

177 -15.2 3.0 中国 1,199 -7.9 9.0 中国

対前年伸率（％） 増減品目 対前年伸率（％） 増減品目 輸出入差引額（億円）

1,653 21.8 自動車の部分品 1,219 2.1 プラスチック 434
656 -7.3 半導体等製造装置 1,493 -4.9 たばこ -837

3,192 3.6 9,441 4.4 -6,250
1,352 -1.2 半導体等製造装置 5,503 5.7 電算機類 -4,151

996 4.1 電算機類の部分品 2,602 2.7 はき物 -1,606

医薬品

対ＡＳＥＡＮ（注５）

通信機

電算機類

肉類・同調製品

【主要輸入品目】

ＩＣ

【主要増減品目】

増 加 2 位 科学光学機器 増 加 2 位

電算機類

対ＡＳＥＡＮ（注５）

対アジア

対中国（注４）

半導体等製造装置

科学光学機器

対中国（注４）

対ＡＳＥＡＮ（注５）

2ヵ月連続の増加

2ヵ月ぶりに増加

ＩＣ

医薬品

主 要 品 目 2

主 要 品 目 3 主 要 品 目 3
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主 要 品 目 1 主 要 品 目 1

【主要輸出品目】 【主要輸入品目】

9ヵ月連続の増加

9ヵ月連続の増加

増 加 3 位

減 少 1 位 化粧品類 減 少 1 位

対アジア

対中国（注４）

増 加 1 位 半導体等製造装置 増 加 1 位 電算機類

10ヵ月連続の増加 対米国 8ヵ月ぶりに減少

プラスチック 増 加 3 位

航空機類

7ヵ月連続の増加

5ヵ月連続の増加

4ヵ月連続の増加 9ヵ月ぶりに減少

5ヵ月連続の増加

【主要国・地域別】 輸　出　額（億円） 【主要国・地域別】 輸　入　額（億円）

対米国

【主要増減品目】

主 要 品 目 1

主 要 品 目 2

対E　U （注3） 5ヵ月ぶりに減少 対E　U （注3）

主 要 品 目 2

主 要 品 目 1

【主要輸出品目】

対ＡＳＥＡＮ（注５）

増 加 1 位 電気計測機器 増 加 1 位 電算機類

自動車の部分品

電算機類の部分品

プラスチック

衣類・同附属品

主 要 品 目 3 主 要 品 目 3

輸　入　額（億円）

増 加 2 位 自動車の部分品 増 加 2 位 非鉄金属

増 加 3 位 自動車 増 加 3 位 肉類・同調製品

4ヵ月連続の減少 対E　U （注3） 7ヵ月ぶりに減少

減 少 1 位 半導体等製造装置 減 少 1 位 衣類・同附属品

【主要国・地域別】 輸　出　額（億円） 【主要国・地域別】

対米国 12ヵ月連続の増加 対米国 5ヵ月連続の増加

対E　U （注3）

2ヵ月ぶりに減少 2ヵ月連続の増加

対アジア

対中国（注４）

5ヵ月連続の増加

5ヵ月連続の増加対アジア

【主要増減品目】

【主要増減品目】

主 要 品 目 2
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輸出額（億円） 対前年伸率（％） シェア（％） 輸入額（億円） 対前年伸率（％） シェア（％）

962 58.5 6.8 2,486 7.2 17.7
794 35.3 5.6 1,524 -24.6 10.9
650 14.6 4.6 1,451 7.4 10.3

輸出額（億円） 対前年伸率（％） シェア（％） 主な増減国 輸入額（億円） 対前年伸率（％） シェア（％） 主な増減国

962 58.5 6.8 中国 1,524 -24.6 10.9 台湾

794 35.3 5.6 米国 92 -76.7 0.7 米国

650 14.6 4.6 台湾 468 -32.6 3.3 南アフリカ共和国

321 -10.0 2.3 スイス 1,060 40.0 7.6 中国

対前年伸率（％） 増減品目 対前年伸率（％） 増減品目 輸出入差引額（億円）

2,004 8.0 科学光学機器 2,752 -12.2 航空機類 -748
1,101 0.9 科学光学機器 3,028 1.7 医薬品 -1,926
9,517 21.6 6,061 -5.0 3,456
5,083 31.2 半導体等製造装置 2,596 8.2 電算機類 2,487
1,826 -0.5 個別半導体 1,738 -3.8 科学光学機器 88

輸出額（億円） 対前年伸率（％） シェア（％） 輸入額（億円） 対前年伸率（％） シェア（％）

218 18.6 44.8 698 135.8倍 41.0
198 104.4 40.7 254 254.1 14.9
20 -2.3 4.1 134 46.8 7.9

輸出額（億円） 対前年伸率（％） シェア（％） 主な増減国 輸入額（億円） 対前年伸率（％） シェア（％） 主な増減国

198 104.4 40.7 スイス 698 135.8倍 41.0 フランス

218 18.6 44.8 シンガポール 254 254.1 14.9 英国

3 105.3 0.6 ドイツ 101 680.5 6.0 ベトナム

6 -43.9 1.3 タイ 17 -58.8 1.0 シンガポール

対前年伸率（％） 増減品目 対前年伸率（％） 増減品目 輸出入差引額（億円）

69 -24.1 再輸出品 116 27.5 原動機 -47
33 69.5 再輸出品 1,076 225.3 航空機類 -1,043

200 7.2 184 38.2 16
123 7.9 再輸出品 34 21.8 電算機類 89
58 8.0 再輸出品 140 41.6 通信機 -82

（注） 1 輸出はＦＯＢ価格、輸入はＣＩＦ価格による。

2 伸率及び増加・減少は全て対前年比による。

3 対ＥＵの貿易額は２７カ国の実績。

4 対中国の貿易額には対香港及び対マカオの貿易額を含む。

5 対ＡＳＥＡＮの貿易額は１０ヵ国の実績。

6 本発表における港別の貿易額は、東京税関管内の次の官署が管轄する区域に蔵置された貨物の通関額によるものである。

東京港（東京税関本関、東京外郵出張所、立川出張所、前橋出張所、大井出張所）、

成田空港（東京航空貨物出張所、成田航空貨物出張所）､

羽田空港（羽田税関支署）､

管内には、東京港、成田空港、羽田空港に加えて、新潟港（新潟税関支署、東港出張所）、直江津港（直江津出張所）､柏崎港（柏崎出張所）､新潟空港（新潟空港出張所）、酒田港（酒田税関支署、山形出張所）を含む。

【主要輸入品目】

医薬品

ＩＣ

通信機

【主要輸出品目】

再輸出品

医薬品

科学光学機器

主 要 品 目 1

【主要輸出品目】

半導体等製造装置

科学光学機器

ＩＣ

対ＡＳＥＡＮ（注５）

対アジア

対中国（注４）

対ＡＳＥＡＮ（注５）

41ヵ月連続の増加

2ヵ月ぶりに増加

対中国（注４）

対ＡＳＥＡＮ（注５）

9ヵ月連続の増加

12ヵ月連続の増加

対アジア

対中国（注４）

バッグ類

【主要輸入品目】

航空機類

医薬品

6ヵ月ぶりに減少

主 要 品 目 3 主 要 品 目 3

【主要国・地域別】 輸　入　額（億円）

ＩＣ

主 要 品 目 2 主 要 品 目 2

主 要 品 目 1 主 要 品 目 1
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増 加 1 位 半導体等製造装置 減 少 1 位

対アジア

対中国（注４）

対ＡＳＥＡＮ（注５）

対アジア

増 加 2 位 科学光学機器 減 少 2 位 航空機類

増 加 3 位 ＩＣ 減 少 3 位 白金族の金属

対E　U （注3） 5ヵ月連続の増加 対E　U （注3） 3ヵ月連続の増加

減 少 1 位 医薬品 増 加 1 位 電算機類

【主要国・地域別】 輸　出　額（億円）

6ヵ月連続の増加

4ヵ月ぶりに減少 8ヵ月ぶりに減少

主 要 品 目 1

【主要増減品目】

対米国 2ヵ月ぶりに増加 対米国 5ヵ月ぶりに減少

主 要 品 目 2 主 要 品 目 2

主 要 品 目 3 主 要 品 目 3

【主要増減品目】 【主要増減品目】

19ヵ月連続の増加

輸　入　額（億円）【主要国・地域別】【主要国・地域別】 輸　出　額（億円）

医薬品 増 加 1 位 航空機類

2ヵ月連続の増加

ＩＣ

増 加 3 位 映像記録・再生機器 増 加 3 位 通信機

対米国 3ヵ月連続の減少 対米国

2ヵ月連続の増加

2ヵ月連続の増加

増 加 1 位

16ヵ月連続の増加

減 少 1 位 ＩＣ 減 少 1 位

対E　U （注3）

2ヵ月連続の増加

医薬品

【主要増減品目】
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7ヵ月連続の増加 対E　U （注3）

増 加 2 位 再輸出品 増 加 2 位
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